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研究要旨：炎症性腸疾患患者の腸内微生物叢の変化を明らかにし、新たな治療法の開発に結びつける

ことを目的とした。大腸内視鏡下に挿入したブラシ付き鉗子を用いて大腸粘膜に定着している粘膜関

連細菌叢を次世代シークエンサーを用いて解析する方法を開発した。その結果、炎症性腸疾患、特に

クローン病で粘膜関連細菌叢に有意な変化（多様性の低下、酪酸産生菌の減少）が起きていることが

明らかになった。また、クローン病では便中に存在する真菌叢にも変化が起こり、細菌と真菌の炎症

性腸疾患における変化には相関があることが明らかとなった。 
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A. 研究目的 

炎症性腸疾患患者の腸内微生物叢の変化を明

らかにし新たな治療法の開発に結びつける。 

 

B. 研究方法 

大腸内視鏡を通してブラシ付き鉗子を挿入

し、大腸粘膜表面を出血しないように擦過し

粘液を得た。この粘液より得た DNA を用いて

１６S rDNA を増幅し次世代シークエンサー

で解析した。また、患者糞便より得た DNA サ

ンプルを用いて真菌の ITS 領域を増幅、次世

代シークエンサーで解析した。 

 

（倫理面への配慮） 

滋賀医科大学倫理委員会の承認のもと、患者

個人から直接同意書を得たうえで研究に当た

った。 

 

C. 研究結果 

１． IBD 患者の粘膜関連細菌叢解析の結果、クロ

ーン病で統計学的に有意なα多様性、β多様

性の変化が認められた。β多様性の変化は、

さまざまな酪酸高産生菌の低下とプロテオバ

クテリア（大腸菌など）の増加に特徴づけら

れた。 

２． 便中真菌叢の比較では、クローン病で統計学

的に有意な真菌叢の変化が認めたられ、この

変化は特定の真菌と細菌の相関を持った変化

に特徴づけられていた。 

 

D. 考察 

健常人と比較して、IBD 特にクローン病では

粘膜関連細菌叢および便中真菌叢に統計学的

に有意な変化が認められらた。特定の細菌と

真菌に有意な相関が認められ、IBD の大腸で

は細菌、真菌を含めた微生物叢としての変化

が生じ病態形成に関与している可能性が示唆

された。 

 

E. 結論 

IBD では細菌、真菌を含めた微生物叢全体の

dysbiosis が生じている。 
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